
本年度第２回目の町内民生委員・主任児童委員さん方

と学校との情報交換会を２月７日（金）に町保健センタ

ーにて行いました。

この情報交換会では、今年度の学校での生徒諸君の様

子や校外活動での成果等を報告しました。２学期末に実

施した学校評価・金中まなびフェストの達成状況等の概

要を報告し、ご意見等を伺いました。また、地域での生

徒諸君の様子等を確

認できる貴重な場と

なります。

話題となったのは、

○地域行事に意欲的

に参加する生徒諸君

の様子

○部活動の状況

○部活動、父母会練習等を終えた後の帰宅中の安全確認

について

○キャリア教育について

○学校生活への福祉関連の支援について

等でした。日常生活において、地域では生徒諸君の姿を

見る機会が少なく、地域行事等への参加が期待されてい

るようです。そして、地域の皆さんは金中生の地域での

活動も楽しみにしているようでした。

生徒会学習委員会主催の学習クラスマッチが２月７日

（金）に実施されました。今回は英語のクラスマッチで

す。学級が一丸となって、練習に取り組んだようです。

学級での学び合い、教え合いの状況が広がり浸透してき

たものと思います。さて、その結果は次の通りでした。

＜点数：平均点＞

【全校】第１位 ３年４組 99.6 点

第２位 ３年２組 99.5 点

第３位 ３年３組 99.3 点

さすが！３年生が上位独占でした。目前に迫った高校

入試にむけて、大きな弾みとなったものと思います。

【学年毎の第１位】 ２学年 １組 99.2 点

１学年 ４組 93.8 点

３学期の学習の総まとめとなる期末テストもまじかに

控えています。今回のクラスマッチの学習取り組みを生

かしながら、３学期と今年度の学習のまとめにむけての

取り組みをがんばりましょう！努力は決して裏切らない

ものです。

昨年末に行われた

ＪＯＣジュニア五輪

カップ都道府県対抗

中学生大会において

岩手県選抜のセッタ

ーとして出場し活躍

し た 石 川 （ ３

生）さんが優秀選

【岩手日報 R1-12-29】 手となり、全日本中学

生チームのオーストラリア遠征に参加することとなりま

した。このことを髙橋町長と千葉教育長さん方に報告を

するため 2月 4日（火）、役場町長室を訪問しました。

【胆江日日 R2-2-5】

髙橋町長・千

葉教育長さん

方からは金中

生が日本を代

表する選手と

なり、海外遠征

することは大

変すばらしい

出来事であり、

全町をあげて

応援するので

頑張ってほし

いと、激励の言

葉を頂きまし

た。石川さんも

将来の夢を語

り、全日本の一員として活躍することを誓っていました。

金中生の仲間が世界で活躍する姿を皆で応援したいもの

です！

石川さんは 2月 19 日（水）からの事前合宿を経て、21

日（金）～28日（金）にオーストラリア遠征に参加しま

す。思う存分、今までの練習の成果を発揮してきてくだ

さい！

2月 13 日（木）に令和2年度本校入学生保護者説明会

を本校体育館にて開催しました。

この入学説明会では、本校の学校経営方針をはじめ、

主な学校行事や学校生活、中学校の学習についてをそれ

ぞれの担当から説明させていただきました。

また、諸経費や集金の仕方等を含め、入学までの準備

について確認させていただきました。最後に校長より、

スマホ等の情報機器の取り扱いについて保護者の方々へ

のご協力をお願いして会を閉じました。

2月 13 日（木）に、2020修学旅行説明会が音楽室に

て開催されました。次年度実施する修学旅行についての

説明会は例年、この時期に開催されています。しかし、

次年度の修学旅行は 9月 9日（水）～11日（金）に計

画されていますが、中学校最終学年を目前に控え、さら

に様々な状況を考えて、この時期に例年通りに開催しま

した。次年度の修学旅行は「見て、聞いて、考えて、そ

して行動に」を方針に、東京オリンピック・パラリンピ

ック開催の感動冷めやらぬところでの出会いと学びを深

めたいと準備を進めています。また、説明会では 9月の

東京は残暑厳しい時期でもあり、その対応を今後検討す

ることが必要であることが確認されました。

さらに中学校最終学年への進級を目前にして、今後の

進路指導についても説明され、確認されました。そして

残り 1年を有意義に過ごすために保護者の皆さんのご協

力が是非とも必要なことから、学級役員の選出等も行い

ました。ご協力ありがとうございました。

授業で勝負・先手必勝の挨拶・心を耕す読書

き ざ は し
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